
 

分析装置：SC832DR 

グラファイト、炭素ベース電池材料中の硫黄炭素分析 

 

分析条件 

分析時間 約 3 分 

燃焼/キャリアガス 酸素 

試料容器 
セラミックボート（P/N：528-203-250） 

（事前に 1000℃ 1 時間以上の空焼きを行ってもよい） 

助燃剤 なし 

試料量 0.10 g  

試料前処理 試料は粉砕し、均一化しておく 

燃焼温度 燃焼炉：1450℃ 

分析パラメータ 

一般パラメータ 

  ランスオンディレイ 

  

  

 20 秒 

元素パラメータ 

   ベースラインが安定するまで待機 

   ベースライン開始 

   コンパレータの使用 

   コンパレータレベル 

   最小積分時間 

   最大積分時間 

レンジの選択 

 

自動分析スタート 

   自動検知データ損失時間 

   セル自動スタートレベル低 

   高セル自動スタートレベル 

   自動スタートレベル 

手動分析スタート 

インテグレーションディレイ 

硫黄 炭素 

はい 

2 秒 

はい 

0.3 % 

120 秒 

250 秒 

自動 

 

3 秒 

0.010 V 

0.010 V 

- 

 

0 秒 

はい 

2 秒 

はい 

1.0 % 

180 秒 

360 秒 

- 

 

3 秒 

- 

- 

0.010 V 

 

0 秒 

＊積分時間等は装置に合わせて微調整が必要です。 
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分析例 

 
** 結果は装置の検出下限未満でした。 

 

・LECO冶金コークス標準物質 502-683（lot23344、C: 89.1 %） ～0.125 g、LECO石炭標準物質 502-672 (lot19345、Ｓ: 1.93 %) ～0.150 g 

を使用して一点検量線を作成し、LECO冶金コークス標準物質 502-683（lot23344、C: 89.1 %） ～0.075 g、LECO石炭標準物質 502-675 

(lot20219、Ｓ: 0.223 %) ～0.075 g を使用して検量線の確認を行いました。 
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